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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

６
２

回
―

３
 

行
仙

宿
小

屋
番

・
南

奧
駆

道
・
補

給
路

の
補

修
 

 

実
施

日
；

２
０

１
４

年
５

月
３

日
(
土

)
;
晴

～
４

日
(
日

)
;
晴

 

参
加

者
；

 
川

島
 

功
・

中
前

 
偉

・
濱

野
兼

吉
 

 
Ｎ

Ｈ
Ｋ

和
歌

山
；

近
藤

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

 

湯
川

一
郎

(４
日

帰
り

) 
 

 
国

道
４

２
号

の
高

校
前

バ
ス

停
留

所
付

近
で

、
中

前
さ

ん
に

拾
っ

て

も
ら

い
沖

﨑
さ

ん
宅

に
て

荷
揚

の
荷

物
を

受
取

り
、

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

ホ

テ
ル

で
待

つ
Ｎ

Ｈ
Ｋ

和
歌

山
の

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

近
藤

さ
ん

を
乗

せ
、

行

仙
宿

補
給

路
登

山
口

へ
向

か
う

。
 

車
中

に
て

中
前

さ
ん

よ
り

行
者

に
な

っ
た

経
緯

や
修

行
に

つ
い

て
の

話
を

窺
う

。
寒

行
の

那
智

四
十

八
滝

行
や

葛
城

修
験

等
の

話
を

聞
き

な

が
ら

、
行

者
の

修
行

の
大

変
さ

を
改

め
て

認
識

す
る

。
 

補
給

路
登

山
口

で
は

、
山

菜
を

採
る

た
め

に
先

発
し

た
川

島
代

表
が

待
っ

て
い

て
、

代
表

よ
り

近
藤

さ
ん

の
紹

介
と

今
日

、
明

日
の

作
業

に

つ
い

て
説

明
を

受
け

、
食

料
・

缶
ビ

ー
ル

１
箱

、
補

修
用

鎖
等

を
手

分

け
し

て
背

負
子

に
付

け
、

近
藤

Ｄ
Ｌ

に
も

ビ
ー

ル
半

箱
を

持
っ

て
貰

い

行
仙

小
屋

に
向

か
っ

て
出

発
。

 

登
り

初
め

て
す

ぐ
水

場
に

て
水

を
飲

む
冷

た
く

て
お

い
し

い
。

こ
こ

に
は

、
ネ

コ
ノ

メ
草

が
あ

っ
て

チ
ラ

ホ
ラ

咲
き

始
め

た
ば

か
り

、
一

ケ

月
前

は
冬

枯
れ

だ
っ

た
木

々
に

、
新

緑
が

蘇
り

鮮
や

か
で

あ
る

。
 

途
中

休
憩

所
で

一
休

み
し

周
辺

の
山

々
を

眺
め

る
と

、
山

腹
の

岩
場

近
く

に
は

、
ア

ケ
ボ

ノ
ツ

ツ
ジ

の
ピ

ン
ク

が
鮮

や
か

に
新

緑
の

中
に

栄

え
て

い
る

。
笠

捨
山

頂
は

ま
だ

冬
枯

れ
の

ま
ま

だ
が

、
こ

の
連

休
が

終

わ
れ

ば
す

っ
か

り
緑

に
覆

わ
れ

る
で

あ
ろ

う
。

 
小

屋
に

到
着

し
、

お
堂

に
て

中
前

さ
ん

導
師

で
勤

行
と

般
若

心
経

を

と
な

え
、
登

山
者

の
峰

中
の

安
全

と
今

日
明

日
の

作
業

の
祈
願

を
す

る
。 

中
前

・
近

藤
さ

ん
は

水
場

へ
水
汲

み
に

、
川

島
さ

ん
と
私

は
コ

シ
ア

ブ
ラ

を
採

り
に

補
給

路
を
戻

る
。

今
年

は
コ

シ
ア
ブ

ラ
の

新
芽

が
丁
度

よ
く
生
長

し
、

食
べ
頃

で
あ

る
。

 
午
後

か
ら

は
、

行
仙
岳

山
頂

か
ら
怒
田

ノ
宿
址

へ
下

る
奧
駈

道
の

道

普
請

。
行

き
は
捲

道
を
通

っ
て
現

場
に

着
く

と
、

十
津

川
村

が
立

て
た

世
界
遺
産
奧
駈

道
石
柱
標

識
が
倒

れ
て

い
る

。
四
人

が
か

り
で
何

と
か

石
柱

を
立

て
直

す
。

木
で
拵

え
た
階
段

の
支
柱

が
霜
柱

で
浮

い
た

と
こ

ろ
を

大
玄
翁

で
打
ち

付
け

、
支
柱

と
桟

木
の
番
線

が
腐

食
し

て
い

る
箇

所
は

新
し

い
番
線

に
取

り
替

え
る

。
階
段

の
朽
ち

た
桟

木
を

新
し

く
取

り
替

え
、

登
山

路
が
雨

で
谷

水
と

し
て
流

れ
下

り
土

を
流
失

さ
せ

な
い

た
め

に
、

水
の
流

れ
を

変
え

る
溝

を
掘

っ
た

り
し

て
修
復

す
る

。
 

近
藤

さ
ん

は
作

業
の
様

子
を
撮
影

し
な

が
ら

、
私
達

の
作

業
を

手
伝

う
。

こ
の

付
近

は
無
線

の
中
継
基
地

を
作

っ
た
際

に
、

山
頂

付
近

の
木

を
伐

採
し

土
地

が
乾
燥

し
た

こ
と

で
、
植

物
が
生

え
ず
森

の
再
生

が
行

わ
れ

て
い

な
い

。
こ

の
付

近
の
奧
駈

道
を
守

る
た

め
に

は
、
植
樹

な
ど

早
急

な
対
策

が
必
要

で
あ

る
。

 

作
業

は
順
調
良

く
進

み
予
定

よ
り
早

く
終
了

、
小

屋
に
戻

る
途

中
で

行
仙
岳

山
頂

付
近

に
は

、
コ

シ
ア
ブ

ラ
の

木
が
三
本

あ
る

と
の

こ
と

で
、

手
分

け
し

て
探
索

し
三
本

の
木

を
確

認
し

、
山

菜
材

料
に
リ

ョ
ウ
ブ

の

新
芽

を
少

し
採

り
小

屋
に
戻

る
。

 

囲
炉
裏

と
竈

に
火

を
お

こ
し
夕

食
の
準
備

に
か

か
る

。
児
嶋

さ
ん

作

製
の
ロ

ケ
ッ
ト

・
ス
ト

ー
ブ

は
、

今
ま

で
の
煙

さ
が

な
く

小
屋

の
中

に

い
て

も
快
適

で
、
薪

も
順
調

に
燃

え
る

。
大
江

加
代

子
さ

ん
寄

付
の
竈

も
順
調

に
燃

え
て
釜

の
湯

が
す

ぐ
沸

く
。
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今
夜
泊

ま
り

の
皆

さ
ん

が
続

々
と

小
屋

に
着

く
。
長

野
の
速
渡

さ
ん

夫
妻

が
左
官

用
の

小
さ

な
練

箱
等

を
持

っ
て
来

ら
れ

る
。

笠
捨

山
頂

に

建
立

し
た

道
祖
神

の
補

修
と

お
参

り
に
見

え
た

ら
し

い
。

 
大
阪

の
グ

ル
ー
プ

(㈱
西

島
製

作
所

５
人

)の
久
慈

さ
ん

か
ら
ご
飯

を

一
緒

に
炊

い
て
欲

し
い

と
米

４
㎏

を
託

り
、
夕

食
を
共

に
す

る
た

め
、

タ
ラ

の
芽

・
リ

ョ
ウ
ブ

、
コ

シ
ア
ブ

ラ
の
ハ
カ
マ

取
り

を
、
夕

食
の
天

プ
ラ

用
の

野
菜
刻

み
は

、
速
渡

さ
ん

の
奥

さ
ん

に
お
願

い
す

る
。
私

は

小
麦
粉

を
練

る
が

、
大
阪
グ

ル
ー
プ

の
佐

々
木

さ
ん

か
ら
練

り
方

が
あ

ま
り

に
も
下

手
な

の
で

、
見

か
ね

て
練

っ
て

く
れ
衣

の
付

け
方

ま
で
教

え
ら

れ
、

揚
げ

て
く

れ
る

。
 

準
備

が
整

っ
た

と
こ

ろ
で

、
川

島
代

表
か

ら
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の
刈

峰

行
か

ら
始

ま
り

、
行

仙
小

屋
、
管
理
棟
建
設

、
南
奧
駈

道
の
再
興

等
に

つ
い

て
の

紹
介

、
さ

ら
に
五
鬼
助

さ
ん

が
前
鬼

・
小
仲
坊

を
守

っ
て

く

れ
て

い
る

。
み

ん
な

で
支

え
合

っ
て

、
兎

に
角

こ
の
南
奧
駈

道
を
歩

い

て
も

ら
い

た
い

と
挨
拶

。
 

山
彦

の
差

し
入

れ
の

缶
ビ

ー
ル

で
乾
杯

。
山

菜
の

て
ん

ぷ
ら

を
肴

に

来
宿

者
の
自
己

紹
介

を
含

め
、
夕

食
交
流
会

は
楽

し
い
宴

で
あ

っ
た

。
 

終
了
間
際

に
八

経
か

ら
や

っ
て
来

た
青

年
が

大
き

な
ザ
ッ

ク
を

背
負

い
入

っ
て

き
た

。
当

初
予
約

を
含

め
８
名

の
予
定

が
、

１
８
名

の
来
泊

者
と

な
っ

た
。

 
場

が
盛

り
上

が
る

が
早
朝

出
立

者
も
多

く
、
管
理
棟

に
移

っ
て

大
阪

グ
ル

ー
プ

の
お

で
ん

で
２
次
会

が
催

さ
れ

た
。

 

翌
４

日
は

５
時

半
に
起
床

し
小

屋
に
入

る
と

、
大

半
の
人

が
出

発
し

た
後

で
、

笠
捨

山
往
復

の
大
阪

ぐ
る

ー
ぷ

が
残

っ
て

い
る

の
み

。
 

囲
炉
裏

で
火

を
お

こ
し

、
七
輪

に
炭

を
入

れ
朝

食
の
準
備

に
か

か
る

。

朝
食

は
ア

ジ
の
開

き
、

新
タ
マ

ネ
ギ

の
サ

ラ
ダ

、
沢
庵

、
イ

ン
ス

タ
ン

ト
の
味
噌
汁

。
 

８
時

に
新

宮
か

ら
財
務
省
関

連
企

業
に

勤
務

の
湯

川
さ

ん
が

、
缶

ビ

ー
ル

一
箱

・
清
酒

１
升

を
背

負
い

登
っ

て
く

る
。
続

い
て
男
性

２
名

、

女
性

１
名

の
京
都

の
学
生

が
小

屋
に
見

え
、

コ
ー
ヒ

ー
を

出
し

て
話

を

聞
き

、
全
員

で
記
念
写
真

。
近

藤
さ

ん
は
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
し

て
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
を

ま
わ

す
。

 

今
日

は
補

給
路

・
中

の
峪

で
崩
壊

し
て

い
る

所
に
鉄
筋

を
打
ち

、
間

伐
材

で
土
止

め
を

し
て

補
修

す
る

作
業

で
あ

る
。

ま
ず
間
伐
材

と
鉄
筋

を
現

場
に
運
ぶ

。
十
津

川
村
有
林

の
間
伐
材

は
無
償
提
供

し
て

頂
き

、

昨
秋

、
皆

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
運
搬

・
皮
剝
ぎ

、
小
割

り
し

た
材

で
、
鉄

筋
の
調
達

は
大

変
で

あ
る

。
金
額
的

に
か

さ
み

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
活
動

し
て

い
る

山
彦

に
は
財
政
的

な
負
担

が
大

き
い

。
竈

・
鉄
筋

等
は

、
電

源
開

発
㈱

の
ご
好
意

に
よ

り
混
載

で
ヘ
リ

荷
上
げ

し
て

頂
い

た
 

川
島

、
中

前
さ

ん
は

、
現
状

よ
り

一
段
下

に
鉄
筋

を
大
ハ

ン
マ

ー
で

打
ち
込

み
、
間
伐
材

を
桟

木
に

し
て
積

み
重
ね

、
そ

の
間

に
石

を
入

れ

て
壁

を
作

っ
て

い
く

。
私

と
湯

川
・

近
藤

Ｄ
Ｌ

は
、
石

や
間
伐
材

を
運

び
、

土
止

め
の
石

や
土

を
入

れ
壁
面

が
積

み
上

が
っ

て
い

く
。
私
達

の

作
業

の
様

子
を

近
藤

さ
ん

が
時
折

ビ
デ
オ
カ

メ
ラ

で
撮
影

し
て

い
る

。

チ
ー
ム
ワ

ー
ク

よ
く

作
業

は
順
調

に
進

む
。

作
業

は
き

つ
い

が
体

を
動

か
し
汗

を
か

く
こ

と
は
楽

し
い

。
 

奈
良

の
乾

、
佐

藤
、
尾
鷲
・
賀
田

の
榎
本

さ
ん

が
見

え
休

憩
に

な
る

。

小
屋

に
帰

り
コ

ー
ヒ

ー
で

い
っ

ぷ
く

。
 

佐
藤

さ
ん

は
小

屋
に
残

り
小

屋
の
掃
除

や
夕

食
の
準
備

。
私
達

は
現

場
に
戻

り
作

業
を
再
開

す
る

。
乾

・
榎
本

さ
ん

が
加

わ
り
更

に
作

業
の

進
捗
状
況

は
良

く
な

る
。
駄
洒
落

も
飛
び
交

い
仕
事

は
き

つ
い

が
、

場

が
和

み
楽

し
み

な
が

ら
午

前
中

の
作

業
を

終
了

。
 

小
屋

に
戻

り
昼

食
は

レ
ト

ル
ト
カ

レ
ー

に
サ

ラ
ダ

。
昨

日
持

経
小

屋

か
ら

連
絡

の
あ

っ
た
膝

の
故
障

を
し

た
青

年
を
青

木
さ

ん
が
同

行
。
青
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年
は
池
原

１
５
時

前
発

の
バ

ス
に

乗
せ

た
い

と
の

こ
と

で
、

中
前

さ
ん

の
車

で
送

る
こ

と
に

な
り

、
中

前
、

近
藤

、
青

木
さ

ん
と
青

年
の

４
名

は
、
昼

食
後
早

め
に
下

山
す

る
こ

と
に

な
る

。
 

午
後

は
引

き
続

き
補

給
路

の
補

修
。
私

は
小

屋
に
残

り
食
器

を
洗

い

熱
湯

で
消
毒

を
し

て
か

ら
作

業
に

加
わ

る
。

１
４
時

半
頃

に
石

や
土

を

入
れ
復
旧

し
た
現

場
は

、
以

前
よ

り
広

く
な

り
通

り
や

す
く

な
る

。
 

時
間

も
早

く
小

屋
下

の
補

給
路

の
桟

木
を

や
り
替

を
行

い
、
本

日
の

作
業

は
終
了

。
 

私
と

湯
川

さ
ん

は
、
午
後

３
時
過
ぎ

小
屋

の
ゴ
ミ

を
背

負
子

に
の

せ

て
下

山
。
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野
 
記

) 
 

寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈
品品 品品
 
㈱
西

島
製

作
所
；
米

４
㎏

+
お
菓

子
。
速
渡
；
漬

物
+
土
産

。

湯
川

；
缶

ビ
ー

ル
一

箱
+
清
酒

１
升

。
 

 
 

段
差

補
修

後
、

行
仙

岳
山

頂
に

て
 

 
 

管
理

棟
で

大
阪

グ
ル

ー
プ

と
懇

親
会

 

 
 

中
の

峪
ガ

レ
場

改
修

作
業

(5/4) 

 


